
平成２９年度 研究部主催  夏季実技研修会 

夏季実技研修会は今年で９回目となり、県内の意欲的な先生方の研修の場として、研究部員が講師とな

って実技研修や実践報告、参加者による研究討議、指導要領についての学習会などを行ってきました。 

今年度は女子美術大学芸術学部美術学科立体アート専攻の平戸 貢児教授のご協力で大学との連携を

行う企画をたて、８月１０日（木）に金属加工と石材加工の２本立ての内容で開催をしました。参加者は

４０名を超え、午前中の実技研修では金属加工は平戸 貢児教授、石材加工は天野 浩子先生のご指導の

もと、本格的な技術と機材を使った研修会を行いました。

３，４名のグループになり材料の加工や発想をどのように

授業に生かせるかをテーマとして制作を進めました。金属

は銅板の焼きなましやろう付けその他の接合方法を教わ

り、それぞれ金槌で思い思いの形を作っていました。石材

は石の特徴を学び、のみで石と格闘をしていました。 

皆さん学生時代を思い出したようで時間を忘れてほとん

ど休憩も取らずに熱心に制作に没頭していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



午後からはグループごとに「神奈川の明日を担う子ども」を考えて午前中体験した素材を生かした授業

つくりを検討して「つけさせたい力チェックシート」にまとめ、発表をしました。指導事項や付けさせた

い力を考え話し合うことでより良い授業を考えるきっかけとなりました。その後、研究部副部長の鈴野

先生から指導要領の確認やポイントの解説、新指導要領の項目の確認を自作の指導要領カードを用いて

わかりやすく説明がありました。 

今回は事前準備から女子美術大学の平戸先生をはじめ、助手の方々などの多大なご協力があり、普段で

きない素晴らしい研修ができ、他機関との連携の実践例にもなりました。真夏の暑い中、準備・参加され

たすべての方々に感謝するとともに、この研修会のような活動が全県的な広がり、神奈川の美術科の教

員がより元気になることを願いたいです。 （文責・写真：研究部 渡辺 重之） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


